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1．序論：全体像
本論は、現在筆者が開発を進めている汎用的な英語コーパス処理システムの中で、入力資源と
してのコーパスデータの取り込み段階において要求される各種の処理と工夫について論じるも
のである。第 1章ではシステムの全体像を俯瞰し、入力資源取り込みのモジュールの占める役割
と位置付けについて総括する。第 2章では、英文データの取り込みと、データに付随する属性情
報のシステムへの構造化した取り込みについて述べる。この際に、20年前後以前とは比較にな
らないほどの多様性を帯びるようになった電子化された情報としての英文書の性格について触れ
る。第 3章では、RDB（relational database）の中で実際に英文データ本体とさまざまな属性情報
がどのように表現されリンクされているかを概観した上で、文書データの中から正確にセンテン
スを認識し、それらを統合的な形式に整形するプログラムについて解説する。第 4章では、入力
ソースとなる英文書の性格に呼応して処理の順序を指定することを実現するシステムの有用性を
指摘する。第 5章の結論では、総括の後に、システム全体の流れにおけるユーザーの果たす役割
の重要性について述べる。
1.1　3 階層モデルに準拠したコーパス処理システム
Okada and Sakamoto （2010）で示されるように、情報処理の分野で定評のある 3階層モデ
ル（three-tier model）に準拠した開発中のコーパス処理システムにおいては RDBMS（relational 
database management system）が中核、かつ中間的な役割を果たして、柔軟なデータ取り込み・デー
タ整備（コーパス構築）・コーパス管理・ユーザー管理・コーパス分析を実現するというシステ
ムアイディアが反映されている。
3階層モデルに沿って捉えれば、入力資源としてのデータ取り込みは、システム側から見て
最も外側、つまり人間寄りのフロントエンド階層（front-end tire）にだけ属するよう見える。中
間階層（mid tier）が各種の解析処理を実現し、それを支えるのがデータそのものが蓄積された
バックエンド階層（back-end tier）としての RDBMSという構図が描きやすいからである。しか
し、世界的に多様な媒体や形式を介して流布している英文書を、単に親和性を持った GUI （graphic 
user interface）等を用いて大量に取り込めば、それが RDBへの入力となり得るというわけではな
い。英文入力ソースの取り込みと整備という処理は、従来想定していたような、システムの最も
外側での作業という位置付けではなく、front-end tierのみならず、mid tierにも関わることを要求
されるモジュールに委ねられなければならない。その理由を以下で検討する。
1.2　2 階層に関与するモジュールとして
図 1はシステム全体における処理の流れを簡略化して示したものである。図には破線でグリッ
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ド線を設けてあるので、座標の記号と番号で位置を特定しながら解説する。
コーパスデコーダ（A2）と呼ばれるプログラムによって、BNC（the British National Corpus）
をはじめとする既存の大規模コーパスが、英語のテキスト本体（A1）と属性情報（A2）とに
分離され、互いの関連性をリンクの形で表現しながら RDBのテーブルとして蓄積されていく
（B4）。注 1） ここで注意すべきは、既存コーパスから得られたテキストも、既存コーパスではない
一般の各種英文書からのテキスト（C1）も同様に LF （line formatter）と呼ばれる行整形処理を実
現するプログラム（B1）に渡されるという流れである。LFについては後述するが、この処理の
出力は「1行・1センテンス」形式のプレーンなテキストである。本論で焦点を当てるのは、こ
の LFによる処理は厳密にはプレーンテキストを生成する最終処理であり、その前段階として、
対象となる取り込み用の英文書の作成過程や性格に沿った詳細で柔軟な対応が必要となるという
点である。後述のように、ソースによっては、既存コーパスに対する処理と同様に、テキスト本
体と属性情報との分離が必要となる。この場合、完全な形のセンテンスと見出しやリスト上の項
目のような非定型文（amorphous sentence）の区別も行われなければならないし、英文書の作成
過程や入力方法に依存した多様な過誤にも対処しなければならない。それは、例えば紙媒体に印
字された英文書を光学的文字認識（OCR）で電子化する場合に生じる固有の過誤であったり、キー
ボードを用いての人間の入力時に発生する固有の過誤や、さらには英文作成者・入力者の母語に
影響を受けた過誤であったりする。これらにきめ細かく対応するためには、それぞれの問題に対
応しチェックするためのフィルタ的な処理が要求される。入力ソースに応じた処理を指定したり、
過誤に対処するためのフィルタを選択し、その適応順序をユーザーが指定することを可能にする
工夫が必要となる、これを可能にするのが Javaによる DCL（dynamic class loading）である。
2．データ取り込みと属性付与
2.1　テキスト本体と属性情報
これまでも言及してきたように、単なる電子化された英文の集合体ではなく、多角的な言語研
究や応用の分野に供されるべき英語コーパスには、本体としての英文テキストに加えて種々の属
図 1　全体の処理の流れ
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性情報が伴っていなければならない。例えば新聞記事における見出しや写真に付随するキャプ
ション、文学作品などにおける章や節の情報、Web上の文書に見られる装飾的なフォントの使
用や他のサイトへのリンク情報、さらに高度なマークアップを施され豊富な情報を伴った大規模
コーパス注 2）などを RDBに取り込む際に、本体と言うべき英文テキスト部分のみをその対象と
するのでは、多くの重要な手がかりを捨て去ってしまっていることになる。属性情報をテキスト
本体と関連付けて RDBに格納することになれば、テキストのみならず属性に着目しての検索や
分析が保証される。
また、本研究で開発中のシステムの大きな特徴のひとつであるユーザー自身による固有の属性
付与支援の仕組みによって注 3）、既存の付加情報以外の特定ユーザー群による特定使用目的のた
めのコーパス利用が可能となる。これらの属性情報は、例えば a. 人手によって与えられる出典
情報、b. （半）自動的に付与される POS （Part of Speech）タグや大学英語教育学会の JACET 8000
単語レベルや AWL （academic word list）、GSL （general service list）等の語彙リスト参照で与えら
れるレベル・クラス情報、c. ユーザー指定の標識、などが想定される。このような各種の属性が
与えられて、RDBの中でテーブル間のリンクの形式でコーパスが構築されていくわけであるが、
この作業は一連、ないし一回のみでなされるのではなく、RDBMSを中間インターフェイスとし
て、必要に応じて任意の回数 RDBにアクセスして実現される。
例えば、「1行・1センテンス」形式に整えられた電子化された英文書はいったんプレーンな形
式で RDBに送られることがある（図 1：B2-3）。これに文書出典情報を与えたい場合には、その
センテンス群をユーザーが指定して RDBから呼び出し、URLや日付や著者やタイトルなどの情
報を与えることになるが、その付加情報は RDB中では別のテーブルに記述され、センテンスを
表現するテーブルと関連付けられる（リレーションを持つ）。
また、POSタグや JACETレベルなどを（半）自動で与えたい場合には、ユーザーが対象セ
ンテンス群ないし文書群を指定して RDBから取り出し、任意のタグ付与（tagging）を実現さ
せ、その結果である付加情報としての POSタグやレベル数値は別個のテーブルに記述されて、
同様にセンテンスを表現するテーブルと関連付けられる。さらに、部分的パーシング（partial 
parsing）によって、ユーザーが独自のタグを属性として与えたい場合は、例えば CLAWS 5注 4）
タグセットが既に付与されている文書（POSタグ付きセンテンス）を対象として指定し、それに
対して、「受動態」を示す独自のタグを付与したいのならば、以下のような手順を踏むことになる。
プレーンなテキストが（1a-c）である場合、CLAWS 5は（2a-c）のような POSタグ付与を実現する。
（1） a. He was believed to be honest.
 b. It has been widely recognized as a case.
 c. The place he once was has gained influence.
（2）   a. He_PNP was_VBD believed_VVN to_TO0 be_VBI honest_AJ0 ._. 
 b. It_PNP has_VHZ been_VBN widely_AV0 recognized_VVN as_PRP a_AT0 
case_NN1 ._. 
 c. The_AT0 place_NN1 he_PNP once_AV0 was_VBD has_VHZ gained_VVN 
influence_NN1 ._.
この（2）の中の POSタグ部分を「be動詞（_VB*）+過去分詞（_VVN）」（介在 0語～ 2語）
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という指定で参照すれば、3つのセンテンス全てが受動態構文の候補として抽出される。そこで、
インターフェイスを介してユーザーに純正な受動態のみを選定するように促すと、（2c）は排除
される。（2c）は偶然に VV* （=VBD）と VVNが介在 1語で連続しただけで、純正な受動態では
ないからである。そして純正な（2a）と（2b）のみに対して、（2a）の場合、VBD+VVNの連鎖
に V-Pass’+V-Pass”、（2b）では VBN+AVO+VVNの連鎖に V-Pass’+X+V-Pass”のようなユーザー
が設定・設計したタグが与えられ、その情報が再び RDBの中にふさわしいテーブルの形式を伴っ
て書き戻されることになる。この処理によって、以降の利用では、CLAWS 5 タグの情報に注目
しての検索や分析も可能となるし、それとは別に、RDBのテーブルに記述されたユーザー指定
のタグを検索して、「受動態（Passive）」というような構文レベルの検索も可能になる。
同様に単語の難易度を示す属性を与え、それに基づいての分析を行うこともできる。（3a, b）
は（1a, b）に対する JACET 8000 Level Marker注 5）の出力である。注 6）
（3） a. He_1 was_1 believed_1 to_1 be_1 honest_2. 
 b. It_1 has_1 been_1 widely_2 recognized_2 as_1 a_1 case_1.
このような数値情報もテキストと関連付けられた別のテーブル内に記述され、後の解析では、
例えば「レベル 2以上の動詞の過去分詞（VVN）を用いた受動態」というような複合の検索に
も用いられることになる。すなわち、ユーザー指定の「受動態」を示す V-Passというタグと、
単語レベルを示す 2を付与された VVN （=V-Pass”）とをクロスして参照し検索するようになれば、
ユーザーの要求に柔軟に応えられることになる。
この他に、それぞれの単語にはワードファミリー（word family）と呼ばれる関連単語群があ
り、その情報も個々の単語からの別テーブルへのリンクという形で蓄積できれば、英語の学習
教材として利用する場合の要求に大いに応えることになる。例えば（1b）のセンテンスに対する
familizer注 7）の出力は（4）のようになる。
（4） It：   it its itself
 has：   have had hadn hasn has haven haves having ve hath
 been：   be am are aren ain been is isn re s was wasn were weren 
being beings bein twas tis
 widely：   wide widely widen widens widened wideness widening 
wider widest width widths
 recognized:  recognize recognise recognised recognises recognising 
recognition recognized recognizes recognizing 
recognisable unrecognisable unrecognizable recognisably 
unrecognised unrecognized recognizable recognizably
 as：   as
 a：   a an
 case：   case cases cased casing casings
（1b）中の recognizedを例にとれば、この単語は（5）のような属性を持つものであるというこ
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とが、関係性を持ったテーブル群により表現され管理されていることになる。注 8）
（5） a.  ***という出典の文書中で
 b.  n番目のパラグラフの i番目のセンテンス中で
 c.  「受動態」を構成する 2つ目の要素（V-Pass”）としての過去分詞（VVN）であり
 d.  JACET8000の単語レベルは 2であり
 e.  合計 17個から成る word family の一員であり、当該 family中では第 7位の頻度
このように、RDBMSが柔軟に中間的で重要な役割を果たすことによって、従来では、例えば
プレーンテキストのみ、CLAWS 5 や CLAWS 7による POSタグのみ、Lancaster Parsed タグのみ、
単語レベル情報のみ、などというように単相的にしか属性を付与されていない平面的なデータ集
合としてのコーパスから脱却して、拡張性 （scalability）と互換性 （compatibility）に富んだコーパ
スを構築することができる。多層にわたる解析や検索が可能となれば、品詞の層、構文の層、単
語難易度の層、といった一次元的な制約にとらわれることなく、品詞と頻度、単語ファミリーと
構文情報、などというように多元的な解析や検索が保証される。これは collocation（連語）とい
うような単語レベルの共起関係よりも一歩進んで、colligation（（文法）類連結）注 9）という、異
種の付加情報に基づいた現実的な分析や検索を実現していることになり、本研究で目指す、ユー
ザーの利用目的（ニーズ）に呼応した汎用的で柔軟なシステムを提供することになる。注 10）
2.2　コーパス資源となる電子データとしての英文の生成多様性
インターネット通信の一般普及の黎明期であった岡田（1995a）当時に、機械辞書を参照する
ことなく純粋に英単語の形態素および英語のセンテンスに対する正書法上の慣習のみに準拠し
て、精密にセンテンスを認定することを可能にしたのが上述の LFの原型である。当時、英文書
を入手し電子的にそれらを蓄積する場合、大きく 2つの入力ソースが考えられた。それは ftpな
どによる遠隔地のコンピュータからの直接データ取得と、紙に印字された従来の英文書からの電
子テキスト作成であった。1990年代初頭では httpを用いた、現代で言うWeb上の情報は実用化
され始めたばかりであった。注 11）従って、前者のインターネット経由のソースは他者が作成し
た電子テキストであり、それは主に構造を伴わないプレーンな英文に近いものであった。現代の
文脈では Project Gutenberg注 12）などから提供されているデータの中の Plain Text版に類似してい
る。後者は、コーパス構築の目的で研究者側自らが紙に印字された英文を手入力で打ち込んだり、
OCRソフトウェアを用いて文字認識を介して電子テキスト化するものである。注 13）当然のこと
ながら、他者がインターネット上に公開している電子データも、手入力や OCR処理によるもの
であるが、通常その作成過程は公開されていない。従って、他者によるデータ作成の手法は不明
なままであり、前者タイプのソースには、スペルチェックなどの一定の検査が施されているとの
前提でデータとしてそれらを認めざるを得なかった。後述する real-word error （単語としての綴り
は正しいが異なった単語が使用される綴り上の過誤）の問題もここで発生する。
いずれにせよ、プレーンな形式に近い電子テキストを入手したり、ユーザー側で手入力や
OCR処理によって英文書を電子化してコーパスに取り込む際に、文書の体裁上の制約から生じ
るセンテンス境界の不明瞭さを克服するための工夫が LFであった。
ところが現代では、プレーンなテキストファイルは先述の Project Gutenbergをはじめ、身近な
58
東北大学大学院　国際文化研究科論集　第十九号
emailや text messageで依然多用されてはいるが、それ以外にWeb文書や PDF化された膨大な文
書が爆発的に増加の一途をたどっており、構造化されたこれらの文書をコーパスのソースとして
位置付けるのは当然のことと考えられる。注 14）この際に、前述のようなテキスト本体と属性と
しての構造情報が分離された上で然るべく関連付けられて RDBに蓄積されていくという処理が
意義を持つのである。
2.3　HTML や XML 等が持つ付加属性
SGML、HTML、XML等のマークアップランゲージによる情報の構造化は、言語資料としての
電子情報に対してさらに大きな応用の可能性があると考えられる。注 15）また PDFも、同様に文
書の構造や外部へのリンクを表現するものであり、情報の種類の多様性に呼応したメタランゲー
ジの開発は今後一層加速するであろう。これらの付加情報を RDBに巧妙に蓄積するためには
RDBMSを中心に据えたシステムの開発と運用が不可欠となる。
コーパス研究の対象は、従来型の英文書本体にのみ向けられる時代から進んで、例えば雑誌や
新聞の広告記事におけるキャッチフレーズと解説文との比較対照研究や、学術文書の図表キャプ
ションの標記の傾向分析などといった、これまでには想像できなかった詳細で研究課題志向の情
報にまで広がりつつある。これらを可能にするのが、構造的なデータの蓄積とその管理であるこ
とは言うまでもない。
3．Line Formatter と文境界認定
本章では、LFの設計について概観する。その際にプログラム開発に関わる詳細な解説は（1995a）
第 2章に譲るが、現在開発中の汎用的コーパス処理システムの中で当該処理が果たす役割につい
て議論するのが目的である。
3.1　単語数カウントと文章数カウント
Microsoft Word®をはじめとする多くの市販ワープロソフトには段落数や文字数や単語数のカ
ウント機能が実装されている。しかし興味深いことに、センテンス数の精密なカウント機能は備
わっていないものが多いし、装備されていても、特に英文書に対するその性能には高い信頼性が
ない。これには 2つの理由が考えられる。ひとつは、センテンスそのものの定義が統一されてい
ないということ、もうひとつは英語においてセンテンス間の境界を認定し、センテンス数を数え
るということが想像以上の困難を伴うからである。
無定型文（amorphous sentence）と呼ばれるセンテンスには、Good morning.のように主語・述
語を持たないものが含まれるが、主語・動詞の有無がセンテンスを規定するわけではないことは、
命令文や感嘆文などから明らかである。このような文法的な役割や文の意味的な解釈に基づいた
分類からは曖昧性を除くことができないために、LF設計においては、英語の場合、「大文字で始
まり、文末記号で終わる連鎖」をセンテンスと定義している。従って Hello!のような 1語から成
るものでもセンテンスとして認定される。「大文字で始まり、.!?などの文末記号で終わる」とい
う正書法上の規則のみで、ほとんどのセンテンスが認定できる。自然言語としての英語の表記に
は多くの例外が存在するが、LFは形態にのみ注目しながらも、その全てに丁寧に対応できるよ
う設計されている。
コーパスを用いた言語研究の分野は無論のこと、応用分野として特に外国語としての英語教育
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を射程に入れる際に、特定文書中の単語数もさることながら、センテンス数は重要な情報であり、
これが正確に算出されない限り、例えば 1センテンス中の単語数平均とか 1センテンス中の語彙
密度（lexical density）の測定は不可能である。前述のように、文書の読み易さを評価する際にも、
ただ単に、総単語数における機能語と内容語の割合や、n個の単語連鎖におけるそれ、の数値情
報は重要な意味を持たないことは自明である。学習者にとっては、ひとつひとつのセンテンスを
どう組み立てていくか、読んでいくかが重要な問題であり、この意味で文書中のセンテンス数の
カウントは重要なのである。注 16）
3.2　形態素解析 tokenization による文末の処理
岡田（1995a）で紹介された LFは、英語プレーンテキストデータを「1行・1センテンス」形
式に整形するための工夫である。実態は一連のAWKスクリプトによるフィルタ処理を実現して、
精度の高いセンテンスの切り出し（sentence segmentation）を実現している。この工夫の最大の特
徴は、英語のセンテンスに含まれる多様な形態に逐一対処できる点で、処理そのものは形態素に
のみ注目している。付加的な機能として、入力となるデータの不具合を指摘したり、単語の意味
を参照せずに行うトークン化（tokenization）の限界を超える実際の英文の形態に対応して、元の
テキストを修正するためのエラーメッセージの出力や、出典情報（ジャンルや頁数など）を示す
ヘッダーやフッタの付与機能も備えているが、基幹部分は簡単に表現すれば、厳密なトークン識
別（tokenizer）の働きをしている。
文中でも大文字で始められる英語の固有名詞に対する慎重な処理（岡田 ; 1995b）を踏まえて、
「大文字で始まる単語が現れた位置が文頭」と定義することも可能であるが、認識の精度をより
高めるために、LFでは正しい文末位置の認定に重点が置かれている。これは引用符や各種の括
弧類のように、文頭位置をマスクする可能性のある記号が実際の英文書の中には数多く出現する
からである。しかも、直接引用文を含んだセンテンスの場合などでは、主文と引用文の文頭と文
末とが必ずしも一致するわけではないので、特に小説作品等のような多彩な表記を活用している
テキストには入念な処理が求められる。
この LF機能が、現在開発中のシステムに引き継がれている。これまで示してきたように、コー
パスシステムの基幹を成す RDBに蓄積する英文書の大きな注入口のひとつで、既存のコーパス
利用ではなくユーザー自身が自らの興味や目的のために取り込みたい英文データを整形するため
のモジュールである。現在のシステムにおける LFの基本的な役割は、「取り込みの対象となる
英文データの性格に応じたフィルタの選択指定による処理」ということになる。
4．スペルチェッカーとデータ生成過程
LFの処理対象となるプレーンテキストは、これまでに指摘してきたように多様な過程を経て
作成されている。ここでは LFにおけるフィルタの動的な選択という観点から、広義のスペル
チェッカーの機能と適応順序について触れる。
4.1　対象に応じた処理
岡田（2005, 2009a）で示したように、手入力により作成されたテキストの場合、英語母語話者
が不可避的に犯す過誤と日本人英語使用者のような非母語話者の犯すそれとの間には差異（例え
ば r とｌ、bと vの置き換え過誤や日本人英語使用者による余分な母音字挿入過誤など）が見ら
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れることから、同一のスペルチェッカーを LFのフィルタのひとつとして使用するのではなく、
作成者の母語に応じて調整された固有のスペルチェッカーを用いるべきである。
また、紙に印字された英文書が OCR処理を経て電子テキスト化されている場合に固有の（誤
認識に伴う）過誤や不具合に対する処理も必要である。この場合も、テキストの生成過程が判
明する場合にはユーザーが、これに対応したフィルタ処理を指定しなければならない。これは 
（2009a）で例示した合わせ活字（ligature）に起因する過誤のみならず、図 2で示すような、プロポー
ショナル印刷の結果発生した文字間隔の不均等からも不可避的に発生してしまう問題である。
ドット単位のスキャナによる処理では、図 2の画像が、前後の脈略なしでは cornerとも comer
とも認識されてしまう。...just around the corner...とか、...the new comer to...というようなセンテン
スの中で人間の読者は微細な文字間隔には捉われずに正しい読みをする。図 2は cornerであるが、
プロポーショナル印刷の影響で rと nの間隔が極端に狭い場合、この 2つの文字が単一の mとし
て認識される可能性が十分にある。注 17）OCR処理に伴うこのタイプの問題はスペルチェック処
理に関わる次の 2種類の新たな問題を提起する。
4.2　Real word error と beatheart 問題
文字間隔の認識に失敗したとしても、その結果が英語に存在しない単語であったり、岡田
（2009a）で示した、英語には存在しない 2文字連鎖を発生させているならば、フィルタ処理とし
て当該の分離可能な位置で 2つの単語に切り分ければよいことになる。例えば（6）の文字連鎖
は（7）のように 5種類の分割を許す。
（6） beatheart
（7） be a the art  be at he art  be at heart
 beat he art  beat heart
この分割候補群の中から、例えば a theの連鎖や文法的に疑わしい beat heを除外することもで
きるが、文脈を広げれば完全にこれらを不可能な単語連鎖と決めつけるわけにはいかない。むし
ろ GUI等を介してユーザーに判断を求めるのが実用的な解決策である。
しかし、スペルチェッキングによる単語の分割や修正処理を容易に許さない過誤事例がある。
図 2　文字間の空白から生じる問題
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それは先に触れた real-word errorであり、出現するセンテンスや文脈の意味的な解釈なしにこの
種の過誤を完全に検知したり修正したりすることは事実上不可能である。例えば、図 2で示した
ような OCR処理過程での real-word errorもあれば、人間のキーボード入力過程での独特の過誤
（titled を tilted、of tenを oftenなど）が存在する。文字の入れ替えに起因する過誤は人手入力に
散見されるが、単語間の空白の有無に起因する過誤は OCR処理、人手入力の両方の生成過程で
発生する。いずれにせよ、ソースの生成過程に関わらず、この種の「結果的には英単語として正
しいスペリングの過誤」を自動的に処理できる手法は現在では存在しない。 このような過誤可
能性を含む部分に対して何らかのハイライトを行い、ユーザーに判断を求めるしか対処方法はあ
り得ないと思われるが、その使い勝手は別問題にしても、当該機能を LFに実装すべきかは今後
の課題である。
4.3　フィルタ機能と処理順序の指定
図 3が示すのは、電子テキストの生成過程をはじめ、扱う内容に対応する形で、多様な特徴を
持ったプレーンテキストに対して、動的に処理用のフィルタを選択し順序を指定できるという仕
組みを図示したものである。各種のフィルタ群とは、先述のような人手入力によって作成された
テキスト、OCR処理を経て作成されたテキスト、Web等のマークアップされ構造化されたテキ
スト、PDF文書テキスト等に対応する処理を実現するもののほかに、専門の学術分野等に特徴的
な表現傾向（略号が多い分野、人名・固有名が多い分野、数値・数式の多い分野、特殊記号の多
い分野等）に対応するきめの細かいフィルタも含まれる。図 3でのように、これらの中から的確
なフィルタを選択し、その適応順序を指定することを可能にするのが DCLである。例えば、（6）
で示したような OCR固有の過誤を含む可能性のあるテキストに対しては、適切な単語への分割
処理が、スペルチェックというフィルタに先行してほどこされるべきである。特殊な記号や固有
名詞類がセンテンス中に多数出現する性格を持ったテキストに対しても、スペルチェックの前に
大文字で始まる文字列や記号類の別途処理が優先される必要がある。
図 4の GUIイメージは、データ取り込みの際にユーザーによるインプットソースの指定を促
図 3　フィルタの動的な選択
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す部分を示している。例えばWebの文書中のテキストをコピー &ペーストで下の窓に張り付け
るのではなく、HTML等で記述されている文書のソースを（URL等を用いて）指定した場合、
文書全体に関わる情報や、各種のヘッダー、リンク、画像などの属性を然るべく認識した上で、
本文に当たる部分のみをプレーンテキスト作成処理に渡せるような流れを想定している。図 4中
の での指定が、対象データの産出方法に応じたフィルタの選択を促し、ユーザーが直接に意識
せずとも、各フィルタ間の階層に基づいた処理が実行され、LFによって「1行・1センテンス」
形式に整形されたプレーンテキストデータが、属性情報を示すデータとは別個に RDB格納され
ていく。
PDF文書をテキスト化した場合にも、OCR処理的な過誤が発生する。従って、図 4で PDF 
Documentが指定されても、各種のテキストクリーニング処理の後に、OCR生成過誤に対する処
理も実現しなければならない。また、HTNL文書中の本文とそれ以外の区分同様に、PDF文書で
も本文とそれ以外の部分の識別が必要となるが、この処理が円滑になされれば、学術論文のセク
ションタイトルだけを指定しての分析や図表のキャプションのみの分析、また本文とは別の用い
られ方をしている特定部分の分析等が、可能になる。（例えば、英語の広告記事中の特定効果を狙っ
た表現の研究など、文書の特殊な部位に集中して分析したいというようなユーザー固有のニーズ
を満たすことにもなる。）
5．結論：ユーザーの参画の重要性
本論では、汎用的なコーパス処理システムにとって、その入り口とも言うべきデータ取り込み
の段階にあって、既存コーパスではなくユーザーが自らの利用目的に合致した英文データを外部
から入手し、それを統一的な「1行・1センテンス」形式に整えて、適切に関連付けられた属性
情報と共に RDBに蓄積するためのさまざまな工夫とそれに関連する諸問題についての議論を展
開した。
ここで重要なのは、図 1の全体図からも推測できるように、本システムではそのさまざまな局
面におけるユーザーの積極的な参画（user involvement）を前提としているという点である。そこ
図 4　ユーザーによる入力ソース指定
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では RDBMSを中心に据え、ユーザーを単なるコーパス解析の産出物の受容者としてではなく、
積極的にコーパスそのものの量的・質的な向上に寄与する参画者として位置付けている。多様な
体裁や属性情報を伴う膨大な言語資料に対して、その生成過程や構造的な諸特徴をユーザーが指
定することによって、単なる英文データの蓄積ではく、RDBMSに統率され、豊富な情報を保持し、
またユーザーによってそれらを付加されたりした多層的な資源としてコーパスを構築し続けると
いう循環が保証される。RDBMSに多くの局面で重要な役割を演じさせることにより、コーパス
を用いた言語研究のみならず、例えば外国語としての英語（EFL：English as a foreign language）
教育というような応用分野は一層大きな拡張性と協働性と互換性を獲得することになる。そこで
各々のユーザーが果たす積極的な役割を助長し、システムを円滑に機能させるためには、柔軟で
親和性のあるインターフェイスが実装されなければならない。
このようなシステムがその効果を発揮し始めるためには、受動的なシステムの出力の享受者と
してではなく、システムデベロッパーとして積極的にコーパスシステム構築に参画する自律的
ユーザーとしての意識が今後不可欠となる。
注
＊ 本論は日本学術振興会科学技術研究費補助金（基盤研究（C） 課題番号：23531238）の交付を受けて行われてい
る研究の一部を扱ったものである。
1 . ユーザーが独自に定義する付加的な属性情報を与えるための GUIや、新しいテーブルの生成およびリンク構
造もシステム側が準備する。
2 . 代表的なものとして BNCの XMLバージョンなどが上げられる。
3 . 詳細に関しては岡田（2011a）を参照。
4 . http://ucrel.lancs.ac.uk/claws/
5 . http://www.tcp-ip.or.jp/~shim/J8LevelMarker/j8lm.cgi
6 . 当然ながら JACET 8000 Level Markerへの入力はプレーンテキストである。
7 . http://www.lextutor.ca/familizer/
8 . この他に、当該の文書管理者は誰か、固有のタグをデザインしたユーザーは誰か、などの各種情報も付加さ
れる。
9 . 特定の語と、文法カテゴリーやここで言う語彙レベルなどの関係を表す。
10. このような多次元にわたる解析によって、従来から模索され続けているセンテンスの読み易さの尺度
（readability）測定に対して、さらに高い信頼性をもたらすものと期待できる。
11. 当時の通信速度や PCの処理速度や記憶容量等からして、いわゆるWeb文書をコーパス入力ソースとして多
量に取り上げることは事実上不可能であった。
12. http://www.gutenberg.org/wiki/Main_Page
13. OCRによるデータ取り込みに関しては岡田（1995a）で詳述されている。
14. さまざまな規約に準拠してコード化された文書ファイルから特定の研究や使用の目的に合致した形式で情報
を仕分けして抽出する方法についての概説書として Burnard, et al.（2006）がある。
15. 本論では触れないが、マルチメディアコーパスの構築と実用化の可能性である。
16. readabilityの計算式にも、センテンス長は不可欠であり、正確な境界の認定から得られるセンテンス数の情報
は極めて重要である。
17. 仮にほんの僅かでも間隔があるとして、その間隔を文字間のスペースであると OCRソフトに指定して教える
わけにはいかない。そうすると、例えば図 2中の oと rとの間が 2つ分のスペースと解釈されてしまう危険性
が高まるからである。
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